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論文内容の要旨
本研究は、重い電子系における磁気不安定性について、いわゆる「微小モーメント秩序」の観点から、典型的な重
い電子系物質といわれる CeRU2Sbの Ru サイトを Rh で10%だけ置換した Ce(RuoωRh。 ρ2Si2に対し、更に Si サイト
を Ge で置換した Ce(Ruo 90Rh。 ρ2(Sil-yGey) 2 (以下 iCRRSGO. lO/yJ という)について、常圧下および圧力下での中
性子散乱、帯磁率測定、磁化測定、比熱測定、電気抵抗測定の各実験を行い、その現象の実験的解明を行ったもので
ある。
微小モーメント秩序に代表される、重い電子系における磁気不安定性は、目下この分野において特に衆目を集める
話題のひとつである。この不安定性は、もともと局在性の5郎、/電子が、その軌道を伝導帯と混成させて (cデ混成)
遍歴性を獲得することによって生ずると考えられているが、理論、実験両面について、その詳細は明らかになってい
な L 、。
Ce(Rul-xRh"hSi2 (以下 iCRRSxJ という)は、その Rh 置換比 x によって多彩な磁気的性質を示すことで知られて
いる。近年、このうちの、重い準粒子による SDW 相を示す x=0.15および局在スピンの反強磁性相である x=1.00 に
ついて、圧力下中性子散乱実験によって、微小モーメント秩序につながると考えられるような磁気不安定性が観測さ
れた。この結果は、局在スピンの磁気秩序 (RKKY 型磁気秩序)が cτf混成の強まりによって遍歴性を強めていく過
程で磁気不安定性を起こしていることを予想させるものであった。
そこで我々は、 CRRSx の x=0.15と同じ SDW 相に属する x=0.10について、化学圧力効果による局在スピン系への
移行を狙って Si サイトを Ge で置換した CRRSGO.10/y (y=0.00-0.20) を作成し、更に Ge 濃度の調整および物理
的加圧によって磁気不安定状態をコントロールし、各状態において種々の物性測定を行ってその変化を系統的に調べ
fこ o
その結果、重い電子系においては cデ混成の程度によって局在的 (RKKY 型)磁気秩序と遍歴的(準粒子型)磁気
秩序とが存在し、両者の間の移行はクロスオーバー的で、あること、準粒子型磁気秩序の極限下で微小モーメント秩序
が成立している可能性が高いことなどを確認した。
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論文審査の結果の要旨
この論文は、重い電子系物質 Ce(Ru ，Rh)2Si2が持つスピン密度波秩序の、 Si→Ge 置換による化学圧力、および外
部静水圧に対する応答を中性子散乱、電気・磁気測定により研究したものであるo その結果、局在電子型磁気秩序の、
圧力による急激な崩壊とそれに続く準粒子型(遍歴電子型)秩序へのクロスオーバー乃至相転移の観測に成功してい
る。この結果はまた、従来未解決であった重い電子系の「微小モーメント秩序」の起源の問題に対して、それが準粒
子の強いコヒーレント状態での秩序と結論づけるものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認
める。
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